
 

 

  

 
忘れられた国 

中央アフリカ共和国の子 

どもたち 

一年が過ぎて 

 

暴力の中の一年 

中央アフリカ共和国の子どもたち 
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2014 年 7 月中央アフリカ共和国を訪れた 

ミア・ファローUNICEF 親善大使 

 
  「この身震いするような過酷な状況にあっても、正義と信念

を貫く無名のヒーローがいます。医師や保健従事者は、自らの

命の危険を顧みず怪我人や病人を助けています。イスラム教、

キリスト教双方の指導者は、民族や宗教に関わりなく逃げてき

た人々を匿っています。」 

 

 
  



忘れ去られた人道危機

 昨今「中央アフリカ共和国」という文字がニ

ュースや記事に現れることはほとんどありませ

んが、国中を脅かすこの人道危機は今も尚続い

ています。今から一年前の 2013 年 12 月、中央

アフリカ共和国の状況は「慢性的な政情不安」

から「複雑な構造の人道危機」に様相を転じま

した。2013 年 3 月にクーデターを起こし政権

を奪取した武装勢力セレカへの反撃として、自

衛集団である武装勢力アンチ・バラカによる反

撃が始まり、首都バンギでの戦闘は激烈を極め

ていきました。戦闘は国内全域に広がり、両武

装勢力によるあらゆる暴力、略奪行為が横行

し、人道状況は急激に悪化しました。 

 一年後の現在でも、約 250 万人が何らかの支

援を必要としており、全人口のおよそ分の 1 を

占める 85 万人が家を終われ、国内避難民とし

てもしくは難民として近隣諸国に逃れて暮らし

ています。 
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・人口460万人の内、紛争によって被    

災した人：250万人 

・国内避難民、もしくは難民となっ

て近隣諸国に避難した人：85万人 
 

（2014年12月5日時点 国連高等難民弁護官事務所

（UNHCR）統計） 
 

 

地域全体への影響 
Effects on children in Cameroon, Chad, 
Democratic Republic of Congo and Congo 

 

 中央アフリカ共和国で起こった激しい暴力の

連鎖で、何十万もの難民、帰還民、また第三国

の人々が、カメルーン、チャド、コンゴ民主共

和国及びコンゴ共和国に逃れました。この内実

に 80％以上を子どもと女性が占めています。

UNICEF は以下のように、こうして避難した

人々と、彼らを受け入れる側のコミュニティー

に対して支援を行っています。 

 

大規模な難民流出は地域全体の不安定化を

招く要因に 

 

  



  
現場での活動：紛争の前、 

紛争中、そしてこれからも 
 
 

 UNICEFは、この紛争の前も、紛争中

も、中央アフリカ共和国で活動を続けてき

ました。そして今後もこの国も子どもたち

の命と将来を守るべく、活動していきま

す。2013年8月、同国西部に位置するボサ

ンゴアで起こった戦闘で、数千人もの人々

が家を終われました。UNICEFは、いち早

く駆けつけた人道支援機関のひとつとし

て、避難した人々に避難所を形成するプラ

スチックシート、バケツ、衛生用品等の緊

急支援物資を配布しました。 

 2013年12月、首都バンギにおいて暴力

の応酬が最悪レベルに達した数日後、

UNICEFは同国における人道危機を最も深

刻な「レベル3」に引き上げました。150

人もの人員を現地に動員し、ボサンゴア、

バンバリ、カガ・バンドロー、ボアー、ゼ

ミオ、ンデレに新たに地域事務所を設立

し、迅速に人道支援体制を強化、拡大しま

した。2014年、UNICEF中央アフリカ共和

国チームは、保健医療、水衛生、栄養、教

育、子どもの保護の分野で少なくとも140

万人の人々に支援を届けることができまし

た。 また、UNICEFは教育、栄養、水衛生

及び子どもの保護の分野で、人道支援の連

携を図る役割を担っています。 

 
 

子どもにとって世界で 

最も過酷な場所 

 
 子どもたちはこの人道危機の只中にいま

す。UNICEF は、毎日少なくとも 1 人の子ど

もが殺傷されていることを確認しており、

また、およそ 1 万人もの子どもが武装勢力

に徴用されています。何千人もの子どもた

ちが家族を失う、もしくは離別したり、誘

拐、性的搾取の犠牲となっています。 

    2014 年、50 万人もの子どもたちが家を終

われました。暴力から逃れるため、茂みに

身を潜めていたり、武装勢力に囲まれて身

動きのとれない人々は特に危機的な状況に

あります。これらの子どもたちは、絶え間

ない恐怖の中生きており、食料、水、保

健、教育等の基本的サービスを文字通りま

ったく受けることができず、人道支援に頼

らなければ生命を保つことすらできませ

ん。その人道支援すら、頻発する暴力の連

鎖によって常に妨害を受けています。 

 
 

暴力と動乱の一年 

 
 最も激しい暴力が横行した時点から 1 年、

中央アフリカ共和国の現状は平穏とは程遠

く、子どもたちの状況は更に過酷なものとな

りました。この紛争は武装組織が増加・分裂

するなど複雑な様相を呈しており、民族間の

信頼関係は崩壊し、武器の使用が蔓延してい

ます。マイノリティの住民は、避難すること

ができずに、同国の西部及び中心部で包囲さ

れた状態で孤立状態となって身動きが取れな

いなど、虐殺を含む暴力の危険に晒されてい

ます。治安が改善した地域であっても、家、

学校、診療所、倉庫が破壊され村が焼かれて

いたり、家畜が殺され、家財道具なども略奪

されるなど、避難先から戻っても過酷な貧困

状態が待ち受けます。 

 この過酷な人道危機の只中にいる子どもた

ちを、世界は忘れてはなりません。 



  

  

 

 



困難に立ち向かう無名のヒーロー
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看護士のレミーは、絶望的にも見える困難な状況
の中でも、自らのリスクを背負いながら人々を助
け続けました。 

 

 

 アフリカの真ん中に位置し、世界で最も貧しい国々のひとつ、今は紛争の中

にある中央アフリカ共和国。その全人口の 4分の 1が避難を余儀なくされまし

た。なぜ中央アフリカ共和国を支援する必要があるのか？それは、1人の小さ

な英雄、レミーの故郷だからです。  

 レミーは看護士です。私たちが彼に会った時、彼は家族と一緒に避難民キャ

ンプで暮らしていました。同時に、レミーは武装組織が襲われ、村を焼かれ、

林や茂みに隠れていた何千もの人々を治療するための活動を続けていました。

国の最西部で、人々の治療を行うため、彼はでこぼこだらけの未舗装道路をバ

イクで走ります。木の枝を積んでバイクを隠すと、患者のいる茂みを診療かば

んを抱えて歩いて回りました。治療を終えると、再度、歩いてバイクまで戻

り、悪路を自分が住む避難民キャンプまで戻るのでした。. 

 この国には彼のような日常の中のヒーローが何千といます。避難民キャンプ

のトイレを自ら行う人、不安定な小さなボート遠隔地にワクチンを届けるボラ

ンティアたち、イスラム教徒を匿うキリスト教司祭、平和を説き広めようとす

るイマーム（イスラム教指導者）、子どもを武装組織から解放するため交渉す

る人々...。 

 中央アフリカ共和国は貧しい国ですが、だからといって精神が貧しいわけで

はありません。紛争の中にある国ですが、その中で困難に立ち向かい平和のた

めに日々活動する小さな英雄たちの存在が、この国に希望の光を投げかけてい

ます。

  



 

  

 

子どもの

保護 
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子どもの安全を確保する

  UNICEFの対応 

 
 
 これまでに2,100人以上の子どもた

ちが武装グループから開放されま

した。 

 約65,000人の子どもたちが心理社

会的サポートを受けました。 

 540人の家族から離別した子どもが

家族に戻ることができました。 

 2,200人以上のの性暴力の犠牲者が

医療・心理的支援を受けました。•  

 
 

中央アフリカ共和国での激しい暴力の連

鎖は、コミュニティー同士を敵対させ、子

どもたちは暴力の渦に飲み込まれていま

す。 
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「戦闘にいった友達の何人かは戻ってこな

かった。戻ってきた友達が、その子たちが

死んだことを教えてくれたんだ。最前線に

行けっていう命令でたたき起こされるんじ

ゃないかって、心配しながら毎晩眠るん

だ。」 

 
 
17歳のアンドレは、武装組織から開放され、

UNICEFとその協力団体の支援を受け、家族とコ

ミュニティーに戻ることができました。 

 

 UNICEF は、今この時も、1 万人もの子

どもが武装勢力に使用されていると推測して

います。これらの子どもたちは、大人と同様

に戦闘に加わったり、荷物運び、料理や雑用

をさせられたりしています。武装勢力に徴用

される子どもの 4 人に 1 人は、特に性的搾取

の犠牲になる危険が高い女の子です。 

 この紛争の中で、1 日につき少なくとも

1 人の子どもが殺害されたり、重大な怪我を

負わされています。犠牲になった子ども一人

ひとりのケースを見れば、この紛争のたとえ

ようのない残酷さが浮かび上がってきます。

暴力から逃れて教会に向かっている時や、学

校に行く際に殺害された子どももいます。な

たで切り付けられたり、遊んでいた場所の近

くで爆発した手榴弾で大怪我を負った子ども

もいます。これらは UNICEF が子どもに対す

る重大な権利侵害として確認しているケース

で、こういった暴力、そして紛争によって崩

壊した保健サービスや、危険であるために病

院に行けないなどの理由で命を落とした子ど

もたちを含め、実際には遥かに多くの子ども

たちが犠牲になっていると考えられます。 
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着の身着のまま 

6ヶ月ぶりに見た我が家の焼け跡 

  
 
 彼女の村の 3 千もの家が焼ける煙がたちこめる

中、ベロニク・ネムは彼女の 11 人の子どもたちを

集め、食料をつかんで茂みの中に駆け出しました。

必死で走る中、銃声と武装した男たちの叫ぶ声が遠

のいていきました。彼女と子どもたちは、彼女がキ

ャッサバを育てる小さな畑までたどり着きました。 

 

 

2015年の活動目標 
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 5,000人の子どもたちが武装組織

から開放され、コミュニティー

に戻り、教育の機会を得る。 

 性暴力被害者の女性と女の子た

ちが適切な支援を受けること 

 100,000人の避難民及び社会的に

脆弱な子どもたちが、心理社会

サポートを受けること。  
 

コミュニティーを恐怖に陥れたり、家族の

絆を崩壊させるための手段として、武装勢力

による女性や子どもに対する性暴力が横行し

ています。UNICEF と協力団体はこれまでに

2，200 件の性暴力被害者を支援してきまし

た。報復に対する恐怖や、支援へのアクセス

がないことから、多くの女性や子どもがレイ

プや他の犯罪を届け出ることが出来ず、子ど

もの保護専門家は UNICEF によって把握され

ているケースは氷山の一角に過ぎないと考え

ています。 

紛争で多くの人が国内避難民・難民となっ

たり殺害されたことによって、多くの子ども

が家族を失ったり離別しています。UNICEF

はこれまでに家族から離別してしまった子ど

も 540 人を家族のもとに戻すことができまし

た。彼らの中には何日も 1 人で歩いてようや

く安全な場所にたどり着いた子も多く、また

安全な場所にたどり着けずに搾取や虐待を受

け、更には武装勢力に取り入れられる危険が

ある中で暮らす子どもも多くいます。 

 

 



 

    戦闘の中心となった故郷の町 

 

 ベロニクの生まれ故郷であるボホング

（Bohong）は、2 万人の人口を擁し、大規模

な病院や学校のある中央アフリカ共和国西部

の町でした。しかし、2013 年、ボホングは

激戦地域になり、1 万 5 千人もの人々が家を

追われ、6 ヶ月の間ゴーストタウンと化しま

した。 

2014 年 3 月に武装勢力が去った後、人々は

町に生活を立て直しに戻ってきました。

UNICEF は 人々が町に戻り、新たな生活を始

められるよう、ルーテル世界連盟と協力し、

UNICEF は 11 の井戸を修理し、各家庭に燃料

缶、石鹸また自分たちで穴を堀って作ること

のできるトイレ用キットを配りました。 

復興に向けて 

 

 中央アフリカ共和国西部では、暴力から逃

れて茂みに隠れて暮らしていた人々が続々と

故郷に帰還しています。UNICEF は同地域に

おける対応を、「緊急対応」から「基本的社

会サービスの復旧」にシフトしようとしてい

ます。 

 車でボホングを走っていると、まだまだた

くさんの焼け落ちた家屋があり、町全体が空

っぽのように見えるかもしれません。ベロニ

クの家も焼失したために、彼女は避難してま

だ帰らない他の家族の家屋に住んでいます。 

 私たちの「明日への希望は何ですか？」と

いう問いに対する彼女の答えは本当にシンプ

ルで、当たり前にあるべきものでした。「学

校が再開すること、無料の医療サービス、そ

して平和が欲しい」。 

 

 

HEALTH AND  
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 その時は、その後 6 ヶ月もの間、茂みの中

に隠れて、木の枝でつくった粗末な家で、野

草や果物を食べ、沼の水で生き延びることに

なるなどとは、予想もしていませんでした。 

 生活必需品が圧倒的に不足する中、彼女の

子どもたちは次々に体調を崩しました。6 ヵ

月後ようやく村に戻るまでに、彼女は子ども

1 人を亡くしました。その子が病気になった

時、治療することができず、その子を守るこ

とができませんでした。 



 

 

 

保健医療・ 

栄養 
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子どもの命を守る

 

  

UNICEFの対応 

 
 100万人以上の子どもがポリオ予防

接種を受けました。 

 50万の蚊帳を家庭に配布しまし

た。 

 22,300人の重度の栄養失調の子ど

もが治療を受けました。 

 140 万人もの人々が基本的な薬を

受け取りました。 

 36,000人以上の女性がHIVについて

のカウンセリングを受けました。 
 
 

子どもと女性の保健状況は、紛争によっ

て壊滅的な損害を受けました。中央アフリ

カ共和国は、紛争前でも、6 人に 1 人の子ど

もが 5 歳になる前までに命を落とし、妊婦

の死亡率が世界で 3 番目に高いなど、世界

で最も劣悪な保健環境の国のひとつでし

た。紛争中に、国中の 3 分の 1 の診療所が

破壊されたり略奪され、また医療関係者は

暴力への恐怖から職場を去らざるを得ませ

んでした。多くの診療所が破壊されたこと

で、予防接種などを含む定期的に行わなけ

ればならない医療保健サービスが停止し、

コールド・チェーン（低温を保った物流、

ワクチンなどの医療必需品を運搬する際に

必須のシステム）が崩壊し、ワクチンが失

われました。 

子どもにとっての最大の死因はマラリア

と下痢ですが、暴力の連鎖によって避難生

活をしなければならなくなったことで、マ

ラリアと下痢の症状を更に悪化させる栄養

不足に伴い、更に多くの子どもが命の危険

に更に晒されています。紛争の前でも、マ

ラリアを防ぐ蚊帳の中で眠ることのできる

子どもは 36％のみ、トイレを使うことがで

き、石鹸や安全な水を得ることのできる子

どもは 5 人に 1 人だけでした。 

 

紛争によって自分たちの家や所有物を置い

て避難せざるを得なかった人々は、在り合わ

せのもので作った家に住み、多くが蚊を避け

る物やトイレはなく、衛生的な環境から程遠

い状況にあります。 

新たに行われた調査では、紛争前にすでに

34％の子どもに見られた低体重（慢性的な栄

養不良により、年齢に対する適正体重より著

しく低体重であること）が 40％に急激に増

加していることがわかりました。農業の営み

が止まってしまったこと、食料の値段の急

騰、また多くの人々が土地を離れ避難したこ

とが原因と考えられます。 

中央アフリカ共和国は中央アフリカ地域に

おいて、成人の HIV 感染者の割合が最も高い

国のひとつで、全体の成人の感染者の割合は

7.8％にもなります。紛争の最中、診療所が

閉鎖され、国全体で治療薬やコンドーム等が

不足したことから、何ヶ月もの間 HIV テスト

や治療、母子感染を防ぐ対策を受けられなく

なりました。その為、感染のリスクが増加

し、薬への耐性が形成され、妊娠中の HIV 感

染者が子どもに感染するのを防ぐことができ

なくなりました。 



 

  

2015年の目標 

 
 732,000 の5歳以下の子どもがはしかの予防接種

を受ける。 

 1,171,400 人が保健医療サービスを受け、薬が手

に入るようになる。 

 22,700 人の重度の栄養失調の子どもが適切な治

療を受ける。 

 21,000の女性が乳幼児への授乳や食物摂取につ

いて知識を高める 

 4, 250人のHIVに感染した母親をもつ子どもが適

切な治療を受ける。 

 77,380人の妊婦はHIV/AIDSについてのカウンセ

リングを受ける。  

 25,000 人がHIV/AIDSについてのカウンセリング

やテストを受ける。 
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「私たちが住んでいた場所で起こってい
た戦闘や暴力のため、4ヶ月間私の赤ちゃん
を病院に連れていくことができませんでし
た。」とクラウディアは言います。「家か
ら逃げてきた時に予防接種記録を置いてき
てしまったので、この子がどの予防接種を
受けていないのか、わかりませんでし
た。」クラウディアの娘のメラニーちゃん
ははしか、黄熱病、ポリオの予防接種を受
けることができました。 

 

 

 

 HIVに感染していると知らされてから2ヶ
月間、私の心の支えは母子感染支援グループ
でした。」そう語るマリアムは、夫を殺害し
た武装勢力に家を焼かれ、教会に避難して暮
らしています。そこで出会ったソーシャル・
ワーカーに、HIVのテストを受けるよう薦め
られたのでした。彼女自身がHIVに感染して
いること、そして彼女の赤ちゃんも感染して
いることがわかった時、恐ろしくて震えまし
た。 
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全ての患者を受け入れる 

 ベルベラティの町の中、1936 年に建設された小

さな建物が、UNICEF の支援で建てられた新しい建物

の横にひっそり立っています。この建物は、築およ

そ 80 年になる、手術室で、酸素吸入機も心電図

も、麻酔を投与する機材もない、最低限の医療器具

と小さな発電機があるだけでした。 

 

現在建設中の新しい手術棟 

 
 この手術室が、医師であるジャン・ティエリ・ベ

ホウンデが 2012 年にベルベラティに主任医師とし

て着任してからの仕事場でした。2014 年 1 月にベル

ベラティで戦闘や暴力行為が横行するようになるま

では、ベホウンデ医師の手術は主に出産の際の帝王

切開でした。 

 

 

 しかし、武装勢力が来てからは、銃弾による怪我

の手術が週に 10 から 30 件になるなど、手術件数が

3 倍にも跳ね上がりました。 

  「今の手術室は容量いっぱいです。この病院は

半径 100km、18 万人ものベルベラティの人々をカバ

ーしなければなりません。それに、医療機材がない

ので、複雑な手術は不可能です。このような老朽化

した建物では適切な殺菌ができないので、多くの感

染もありました。」とベホウンデ医師は言います。 

全ての患者に開かれた病院 

ベルベラティ病院の入り口に掲げられている看板に

はこう書いてあります。「あなたが誰であるか、何

をしている人か、あなたの出自、宗教を言う必要は

ありません。苦しんでいる、それだけであなたは私

たちの患者です。」 

過去 6ヵ月間、様々な武装グループが戦闘をしてき

たベルベラティ。病院の職員は医療活動を止めるよ

う、武装組織に脅されたこともあるといいます。 

 「この病院の敷地でもたくさんの銃弾が転がって

いますよ。」と言って、ベホウンデ医師は、患者の

体内から摘出された銃弾を見せてくれました。 

 

市長も政府の役人も町から逃げ出しましたが、医

師たちは残りました。民族間・宗教間が複雑に絡み

合った紛争の中にも関わらず、ベホウンデ医師と同

僚たちはイスラム教徒もキリスト教徒も分け隔てな

く治療しました。 

「この町を武装グループが占拠した時には、私は

この病院で寝泊りしていました。武装兵士たちにこ

の病院に入らないよう頼みましたが、病院の唯一の

車を奪われてしまいました。」 

命を救う：新しい手術棟 

新しい手術棟でたくさんの命を救うことができる

と、ベホウンデ医師は言います。UNICEF イタリアの

協力で建てられている手術棟には、冷房完備の大き

な手術室 2部屋、殺菌処理用の 2部屋、手術準備及

び手術後用の部屋、またスタッフの事務所が備わり

ます。 
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子どもたちに教育を 

     ―どのような環境にあろうとも

 

 

 

  

UNICEFの対応 

 
 国中の危険地域を含む地域で「仮

設学校」を設立し、60,170人の子

どもが教育、レクリエーション活

動、また心理社会支援を含む支援

を受けました。 

 治安が許す地域において、「バッ

ク・トゥ・スクール・キャンペー

ン」を通じ、学校を再開、662,000

人の子どもたちが通常の学校に戻

って学んでいます。 

 115,500人以上の子どもたちに学校

に戻るための学用品を配給し、ま

た紛争で被害を受けた200以上の学

校で、教室やトイレの修繕、学校

備品の供与を行いました。 
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 “教育の復興はあらゆることのの礎を築くこ

となのです。” 

-私の生徒たちには、暴力や報復ではなく、

誠実さと寛大な心を持ってほしいのです。

そして彼らが見てきた悲惨な暴力から立ち

上がってほしい。 

 
こう願うアントニエッタは、首都バンギの避難

民キャンプでUNICEFが支援する仮設学校の教師

です。  

 

この紛争で、中央アフリカ共和国の教育は

甚大な犠牲を払いました。国全体の半分以上

の学校が閉鎖され、また、3 分の 1 の学校

が、銃による攻撃、放火、略奪を受け、武装

勢力によって占拠される学校もありました。

2014 年 2 月の調査によれば、2013 年時点で

学校に通っていた子どもたち 100 万人の内、

実に 4 分の 1 以上が学校に行っていないこと

がわかりました。また、多くの教員が、身の

危険や、給与の不払いもしくは支払いの遅れ

のため、教壇に戻っていません。長期に亘っ

て学校にいけないことで、子どもたちが武装

勢力に徴用されるなどの搾取や、性的暴行の

犠牲になるリスクが高まります。教育を受け

ない世代を生み出さないためにも、学校を速

やかに再開し、適切に運営されるよう支援す

ることが不可欠です。 

今年 11 月末、662,000 人の子どもたちを対

象に「バック・トゥ・スクールキャンペー

ン」が開始されました。UNICEF と協力団体

は、国全体の大規模な教育復興の一部とし

て、学用品やリュックサックを 40 万人の子

どもたちに配布しました 



 

  

2015年の目標 

 
 避難民となった3歳から17歳の子ども6万人が教

育の機会を得る。 

 紛争によって被害を受けた子ども4万人が学用品

や遊具を受け取る。 

 550校が破壊された校舎を修復するための支援を

得る。 
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埃まみれの学校を再開した 

勇気ある校長先生と教師たち 
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ベルベラティにある学校を再開した 

グポイリ校長先生 

 グポイリ校長先生が、彼女の学校のドアを

開けた時、教室で使える物はなにも残されてい

ませんでした。 

 

「そこで、教えるためにチョークを、生徒の

ためにノートやペンを自分で買いました」。こ

れらの費用は、この国の教師の平均賃金である

彼女の私費でまかなわれました。彼女の同僚の

6 人の先生も同様のことをしました。 

中央アフリカ共和国西部の町ベルベラティに

あるグポイリ校長先生の学校は、激しい戦闘・

暴力の起こった 3 ヵ月間の間閉鎖されました。

このため、彼女が再び学校を開けると、校舎は

すっかり荒れていました。しかし、校長先生

は、教育を再開することこそが、子どもたちを

「日常生活」に戻し、未来への希望を与えるこ

とだと信じていました。彼女は 2014 年 4 月に

学校を再開しましたが、7 月までに戻ってくる

ことのできた生徒は元の 600 人の内半分だけで

した。  

「生徒たちは、学校に行くのにも勇気を振り

絞らなくてはいけないんです。」町はまだ安全

なわけではありません。「生徒の親は、まだ子

どもたちを家の外に出すことを恐れているんで

す。」  

 公教育はこの 2 年間の治安悪化によって国

中で大打撃を受けました。中にはまる 2 年間公

教育の機会を失った子どももいます。2014 年

12 月には、UNICEF の支援を受けて、国中の

662,000 人の子どもたちをもう一度学校で学べ

るようにする「バック・トゥ・スクール・キャ

ンペーン」を通じて学校に戻ることができま

す。 

グポイリ校長先生は、学校を再開することで

コミュニティーに信頼と平和を取り戻すことが

できると信じています。UNICEF はこの学校

で、生徒たちにノート、鉛筆、消しゴムと鉛筆

削りといった学用品を配りました。 

この学校を訪れれば、ほぼ全員の子どもたち

が UNICEF の学用品を持っていることがわかり

ます。校長先生は、学費を払えない家庭の子ど

もたちの学費免除も始めました。そして、まだ

教師が足りていないため、彼女自身も一日中教

室で教鞭をとっています。 

4 月に学校を再開してから彼女は、中学校に

進学するための試験を受験したい 19 人の女の

子たちを支援してきました。女の子たちは危険

を顧みず毎日学校に通い、7 月中旬の試験で 16

人が入学試験に合格することができました。 

 「私は特に女の子への教育が重要だと信じ

ています。教育は女の子の早婚を防止し、結婚

の前に彼女たちが自分たちの人生を築く機会を

与えてくれます。」と校長先生は言います。 

「子どもたちは私たちの将来です。彼らがこ

の国を発展させなければなりません。彼らが学

校に行けるようにするために、私はやれること

全てをするつもりですよ。」  
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安全な水と衛生環境を

 

 

 

 

  

2015年の活動目標 

 
 紛争によって影響を受けた45万人

の人々が十分量の安全な水へアク

セスすることができる。 

 170万人の避難民もしくは避難先か

ら帰還した人々が、適切な衛生環

境で生活することができる。 

 紛争によって大きい影響を受けた

地域において、30万人が水衛生や

生活必需品の配布を受ける。 
 

 

UNICEFの対応 

 
 UNICEFは、給水企業を支援して

水供給パイプラインを修復、様々

な地域への水の運搬、また僻地で

の井戸の修復を通じ、415,500 人

以上の人々に安全な水を届けまし

た。 

 220,800人以上の国内避難民キャ

ンプの人々がトイレをしようする

ことが出来るようになり、

308,300人が燃料缶や石鹸等の衛

生必需品を受け取りました。 
 

安全な水と衛生環境は、日本含む多くの国

では当たり前のものとして捉えられていま

す。しかし、中央アフリカ共和国では多くの

人にとって手の届かない大変貴重なもので、

紛争によって更に手に入りづらくなりまし

た。 

水供給やごみ回収システムは、略奪に遭っ

たり、燃料、ポンプ、発電機等の必要品が不

足するなどして機能しなくなりました。暴力

から逃れて、茂みに逃げ込んだ人々は、汚染

された川や、池などの水を使用しています。 

  
“紛争の前ですら、安全な飲料水を
手に入れることのできるのは人口
の半分、トイレを使用できたのは5

人に1人” 

 
紛争によって更に状況が悪化しました。水

衛生の状況は特に遠隔地で劣悪で、子どもた

ちは水を媒体として感染する下痢やコレラに

罹りやすい環境にいます。中央アフリカは乳

児死亡率（生後 12 ヶ月以内に死亡する割

合）が世界で 7 番目に高い国ですが、下痢は

マラリアに続いて 2 番目に高い死因です。 



 

希望を張り巡らせる 

 –水供給の復旧  
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UNICEF水衛生専門家のフレディ・マチャンベ
と国営水供給会社（SODECA）のエンジニア
のヘンリ・コンゴ。欧州委員会人道援助局
（ECHO）が支援したボアーの水供給施設に
て。 

 

中央アフリカ共和国での暴力の連鎖が始まり、

武装グループによって、この国のほとんど全ての

水供給施設が略奪されたり攻撃を受けました。そ

のため、給水サービスは停止し、人々は井戸で水

を得るようになりましたが、使用する人が増加し

たために水が不十分になりました。UNICEF は早

急に解決策を見出さなければなりませんでした。

そこで、現地の専門家に頼ることにしたのです。 

 UNICEF が、村々から大きな町に流れ込んで

来る何千もの避難民に十分な水を届けるようにな

るためには、略奪された給水施設を修復すること

が不可欠でした。そうするためには、ヘンリ・コ

ンゴのような現地の専門家の助けが必要だったの

です。 

 ヘンリは、国営の水供給会社（SODECA）で

10 年以上勤務していた経験から、現地の市場で

手に入れることのできる道具で揚水施設を修理す

る技術をもっていました。UNICEF は、欧州委員

会人道援助局 （ECHO）の支援を得て、ヘンリが

必要とする修理のための主要な設備を供給しまし

た。 

配線用ワイヤー、安価な電気計測器、新しい発

電機、燃料と塩素。これらを使ってヘンリは中央

アフリカ共和国の主要都市であるボサンゴアの

45,000 人もの人々に安全な水を供給することがで

きました。ヘンリは現在、ECHO の支援によるボ

アーでの水供給施設を運営してしており、他にも

ボゾウムとベルベラティの水供給施設を修復して

いるところです。 

  

 
 

“井戸の水が尽きて、みんな苦しんで
います。彼らに水を供給するため
に、出来ることは何でもしなくて
は。” 
 

    この現地の水供給会社と UNICEF という新たな

連携が上手くいくのか、国営の水供給会社が現在

の緊急事態に対応できるのかと心配する人もい

た、と UNICEF の水衛生専門家のフレディ・マチ

ョンベは振り返ります。「そういう人には「見て

いればわかる」と言いました。私たちには確固と

した自信があったし、実際に上手くいきました

よ」。 

 当初の目標は紛争で避難した人々に一日当た

り 15 リットルの水を供給することでした。「で

も、SODECA を支援することで、全ての人々が安

全な水を手に入れることができるようになったの

です。」とフレディは言います。「もしこの連携

が無かったら、この町のような中央アフリカ共和

国の主要都市で何ヶ月も水が無いという状況にな

っていたでしょう。この水供給会社だって、給与

や燃料、薬品などを買えずにつぶれていたでしょ

う。」 

 都市部における水供給システムの 90％は

UNICEF が SODECA を支援することによって復興し

ました。SODECA はこの支援によって、自立して

機能できるようになり、人々が使用量を払い始め

たことによって、職員の給与や必要品等を自らま

かなえるようになりました。  



 

 

   

 

緊急物資 
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UNICEFの対応 

 
 2013年後半から現在までに、紛争

で最も被害を受けた5地域に地域事

務所を設けるなど、国内での活動

規模を大幅に拡大しました。 

 920万米ドル近くの緊急支援物資を

供給しました。 

 ラピッド・リスポンス・メカニズ

ム（Rapid Response Mechanism：

緊急に最も支援を必要とする人々

のための、最低限の生活用品、シ

ェルター及び水衛生分野の支援を

迅速に行うもの）を通じて、

20,600世帯にテント、安全な水、

トイレ、石鹸、燃料缶、マット、

バケツ、毛布等の生活必需品を配

給しました。 
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   「故郷が平和になって戻れるまで、ここ

で待っているんです。」 

こう語るメモナは、中央アフリカ西部のベ

ルベラティの町で、イスラム教徒に対する

攻撃が苛烈を極めた時に逃げてきました。

UNICEF とその協力団体は、彼女の住む避

難民キャンプにトイレやシャワー施設を建

設するとともに、彼女の家族にマット、毛

布、テント、燃料缶、バケツ、石鹸、そし

て子ども用の衣類を含む「緊急キット」を

配布しました。 

 

 人道危機に陥った中央アフリカ共和国で、

どのような場所であろうと子どもたちに救援

物資を届けること。UNICEF の主要な役割の

ひとつです。遠隔地に住む子どもや女性は、

基本的サービスや人道支援へのアクセスが事

実上皆無です。 

中央アフリカ共和国はフランスと同じ位の

大きさですが、舗装された道路は 700ｋｍに

も満たず、劣悪な道路環境と治安状況は、支

援を必要とする人々に人道支援を届ける際の

大きな障害となっています。また、紛争によ

って、ピーク時には同国の 5 人に 1 人が避難

民となりましたが、治安が悪く、人道支援者

が急な人々の移動に対応するのが困難です。

1 月から 11 月にかけて、人道支援団体に対

する暴力行為は 124 件にも上りました。その

内、国連平和維持軍の 2 人を含む 18 人が命

を落としました。最近の 3 ヵ月で人道支援車

両やトラックに対する攻撃が増加しており、

遠隔地での人道支援活動を更に難しくしてい

ます。 

 

どこであろうとも 

    ―子どもたちが待つ場所へ 



 

 

 

  

©Action Against Hunger 
 

ボウカにおいて生活必需品を配布するUNICEF

協力団体のAction Against Hunger  

他の誰も行けない場所へ 

支援を届ける 

 
 中央アフリカ共和国はフランスと同じ位の大

きさですが、舗装された道路は 700km にも満

たず、劣悪な道路環境は、最も支援を必要とす

る人々に人道支援を届ける際の大きな障害とな

っています。 

2014 年、首都バンギにある UNICEF 中央アフ

リカ共和国事務所本部から、遠く離れた東部の

ゼミオと呼ばれる町に地域事務を設立するた

め、1000km の道のりに車両隊が出発しまし

た。道路環境が劣悪なため、4 日間運転しなけ

ればならず、非常に危険なため、軍の護衛が必

要でした。護衛が遅れたために、運転手たちは

途中で止まらなければならず、車両隊がゼミオ

に到着できたのは実に 2 週間後でした。 

中央アフリカ共和国には、危険過ぎて、も

しくは遠隔地であるために人道支援が全く行わ

れていない地域があります。しかしその地域こ

そが、UNICEF が存在しなければならない場所

です。最も困難な状況にある子どもたちを支援

すること、つまり最も支援の届かない子どもた

ちを守ることに、UNICEF の使命があるので

す。 

 

 この課題に、UNICEF は緊急対応メカニズム

（Rapid Response Mechanism (RRM)）を採用

し、戦闘・暴力が起こってから 15 日以内に対

応できる体制を整備しました。 具体的には、

特別に編成された査定チームが現地に赴き、状

況とニーズの把握をします。世帯の健康状況、

食料や水へのアクセス状況、衛生環境、生活必

需品があるかどうか等を実際に調査します。そ

の調査結果を踏まえて、あらかじめ準備してい

た物資や資金を使って迅速に救援物資を配布し

ます。 

 北部の町バタンガフォーで 8 月に戦闘が

起こった際も、迅速に 3 つの緊急対応チームが

編成され、新しい避難民キャンプで査定を行

い、バタンガフォーとその近隣の 5 つの町で石

鹸、燃料、マット、バケツや毛布など、生活必

需品を配布しました。 

 最近では、6 月より戦闘・暴力行為が多発

する最も危険な地域であるバンバリの 2 つの村

について緊急対応チームが結成され、物資配布

が行われました。バタンガフォーで配られたの

と同様の救援物資の他に、村が攻撃されて避難

民となった 1500 世帯のために、仮設トイレが

設置される予定です。 

 

 

 



 

   この国で遠隔地に住む子どもや女性にとって、緊急対

応チームによる支援は唯一の頼みです。そしてこの支援

は長期的な支援の足がかりとなります。このプロジェク

トは欧州委員会人道支援・市民保護局から 130 万米ドル

の支援を受け、最も支援を届けることが難しい地域、こ

のプロジェクトが無ければ支援を全く受けることのでき

なかった子どもたちのために活動することが出来ていま

す。 

緊急対応メカニズムに参加する協力NGO： Action Against Hunger, 

ACTED, International Rescue Committee, PU-AMI and Solidarités  
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 「飛行機がここへ飛んでくること、そ
れは中央アフリカ共和国の人々が忘れら
れていない証。」首都バンギの空港に物
資を運ぶ飛行機が到着するのを見なが
ら、UNICEFの広報チーフのリンダ・ト
ムは言います。 

 米国国際開発省（USAID）は、中央
アフリカ共和国の人道危機に対する物資
の空輸を含めた緊急対応のため、2014

年1月から累計750万米ドルをUNICEFに
対して支援しました。 

 

 



 

  

 

資金調達 



 

子どもたちへの支援を脅かす資金不足  
今年、UNICEF は財源不足という大きな問

題を抱えました。2014 年当初、UNICEF は中

央アフリカ共和国の紛争下にある子どもた

ちへの緊急支援のため、8,100 万米ドルが必

要だと発表しました。しかし、12 月時点で

確保できた財源は 52％のみでした。子ども

たちのために活動を続けるために緊急に必

要な不足金については、UNICEF 内部の緊急

資金に頼りまかなうことができました。 

 しかし、最も支援を必要とする子どもたち

に緊急支援を行うにあたって、この深刻な資

金不足と劣悪な治安は UNICEF にとって大き

な障害となりました。2014 年 11 月時点で、

はしかの予防接種を受けていない子は 33,000

人、重度の栄養失調の治療を受けられなかっ

た子は 5,000 人、25 万人もの人々が未だ安全

な水を手に入れることが出来ていません。仮

設学校で学ぶことが出来なかった子は約

40,000 人、推定 6,000 人から 10,000 人にも

のぼる武装組織に徴用されている子の中で、

開放されたのは 2,143 人のみです。 

 
 
 

 十分な資金が無ければ、UNICEF は最も支

援を必要とする子どもたちに手を差し伸べる

ことが出来なくなります。支援とコミュニテ

ィー自体の能力強化をするための資金が大き

く不足することは、この一年で積み上げてき

た成果を無に帰すことにつながります。ま

た、中央アフリカ共和国から流出する難民を

受け入れる近隣諸国を支えるための資金も必

要不可欠です。 
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2014 年に支援した子どもと人々の数 
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水、衛生に関する必要品を受け、手洗いに関する知識を得

た人

心理社会支援を受けている子ども
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包括的な支援を受けたジェンダーに基づく暴力被害者

仮設学校で学ぶ子ども

中央アフリカ共和国の 

子どもを支援するのに 

いくらかかるの？  

 
 予防可能な様々な病気に対す

る予防接種：55セント 

 マラリアを予防するための蚊

帳：3米ドル 

 仮設学校で1ヶ月学ぶための経

費：10米ドル 

 武装組織から開放された子ど

もへの包括的な支援（1ヶ月当

たり）：90米ドル 
  
 



 

 

より良い国への復興 

   2015 年は中央アフリカ共和国の子どもに

とって大きな影響を及ぼします。この子ど

もたちが充実した、希望に満ちた子ども時

代を送れるよう、政治的な判断がなされ、

財源が投資されることが不可欠です。紛争

からの復興は、これらの失われた基本的サ

ービスを取り戻し、質・参加の両方を高め

る機会と捕らえることができます。UNICEF

は、元の状態よりも優れた基本的サービス

を提供できる国への復興を支援するため、

以下のような支援を行っていきます。 

 • 急性栄養失調を診断・治療を行うことの

できる地域社会に基づく診療所の復興を支

援する。 

• ポリオ、はしかなどの予防接種や衛生促進

を呼びかけるキャンペーンを拡大して支援

する。 

•  持続可能な低コストで運営可能な、衛

生・下水設備及び水道システムを導入し、

都市部・遠隔地双方における衛生環境・安

全な水へのアクセスを改善すべく支援す

る。 

 

•  国による「バック・トゥ・スクール・キャ

ンペーン」を通じて、子どもたちの学校入

学、出席継続して支援する。 

•  武装勢力に徴用されている子どもの確認と

開放し、彼らが再び社会復帰できるようあら

ゆる支援を継続して行う。 

•  地域社会に基づいた子どもを適切に保護で

きる体制を確保する。 

•  様々な場面（学校、診療所、地域社会にお

ける会合、ラジオ番組等）を通じた平和的対

話により、地域社会の結束・復興を促す。 

•  子どもたちが生活するための最低限の収入

を得、不可欠な社会サービスを受けられる体

制づくりのため、より多くの社会投資を促進

する。 

 



 

明日への道のり 
 

  

 中央アフリカ共和国における人道危機が

世界の注目を集めてから一年、子どもたち

とその家族は、今この瞬間も、残酷な暴力

の恐怖の中生きています。国際社会はこの

人道危機に背を向けず、継続して関与し、

支援し続けることが必要です。 

子ども、女性、一般市民の保護を最優先

に：性暴力、誘拐、強制移住、マイノリテ

ィの住民を包囲し食料、水、保健医療、教

育を断つなどの深刻な人権侵害は、現在も

毎日起こり続けています。こういった深刻

な人権侵害の加害者は、法のもとに責任を

追及されなければなりません。中央アフリ

カ共和国に派遣された国連平和維持軍は市

民を守る使命を持って活動していますが、

まだ完全に機能するに至っていません。紛

争調停と平和の礎を築くこの時に、UNICEF

はコミュニティ間、宗教間の不和を解消す

る支援を行う立場にあります。 

人道支援：縮小ではなく改善を：中央アフ

リカ共和国において、未だかつてこれほど

多くの人道支援機関が活動したことはあり

ません。UNICEF とその協力団体は、子ど

もへの支援を拡大し、意義ある成果を生み

出すことができました。現時点で支援を減 
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2015年の必要資金概算

速することは、この 1 年の進展を逆戻りさせ

ることに他なりません。 

基本的社会インフラの復旧：紛争からの復興

は、医療保険、水衛生、子どもの保護及び教

育等の最も基本的な社会サービスを、元の状

態より良い状況に立て直す機会でもありま

す。国際社会は、人道危機の際に破壊された

基本的社会サービスを、人道危機以前の世界

的にも最低の水準に戻すのではなく、より良

い状況に復興することを支援しなくてはなり

ません。 

難民支援と地域全体の安定化：紛争の影響は

中央アフリカ共和国内のみに留まりません。

周辺国を含める地域全体の不安定化と、テロ

行為の脅威を増加させる危険性をはらんでい

ます。国境を越えて起こる暴力・戦闘行為は

周辺国との関係に大きく影響します。同時

に、難民となって周辺国へ流出した人々への

支援不足は深刻です。大規模な難民の流出

で、受け入れ側の周辺国やコミュニティの負

担が増大していますが、これら難民、受け入

れ側、また帰還民への支援など、難民を抱え

る地域全体のニーズに応えるための必要な財

源が確保できなければ、何千もの子どもたち

が基本的サービスを受けることができなくな

ります。 



 

ご支援・ご協力への感謝 
 

 

  

 UNICEF の活動は、現地での直接の活動

や物資調達の中心的役割を担う政府や NGO

との強固な連携によって可能になります。

また、最前線で自発的に活動に参加する組

織やボランティアは、その時間を捧げて 子

どもへの支援を行いました。 

中央アフリカ共和国の子どもたちの状況を

改善するという使命を分かち合い、支援を

いただいた各国政府、ユニセフ協会、企業

や個人の方々にも深い御礼を申し上げま

す。 
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お問い合わせ 

UNICEF中央アフリカ事務所 

P.O Box 907 
Bangui 
Central African Republic 
bangui@unicef.org ; mmfall@unicef.org 
Twitter: @UNICEF_CAR 
Facebook: 

www.facebook.com/UNICEFCARCoordinated  

 


